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Informal Imperialism and the 1879 Hesperia Incident: Containing Cholera and Challenging 

























































Hellen Keller’s Civil Diplomacy in Japan in 1937 and 1948 





















 Floating Signifiers: The Plural Significance of the Grand Shrine of Ise and Incessant Re-signification 
of Shinto 
浮遊するシニフィアン：伊勢神宮の多義性と神道の意味のうつろい 
 
 
伊勢神宮は神道の伝統の中心として、日本文化史の原点として機能してきたという共通理解
がある。しかし前近代の文献を見れば、そうした伊勢神宮の歴史的役割についての理解の大
部分は、近現代になってからの様々な再解釈の産物であることが分かる。本論は、記号論的
アプローチを用い、伊勢神宮に対する文化的意味づけの諸相———シンボリズム、儀礼、表象
―が再文脈化され、再表象化、再創出されてきた幾つかの事例を取り上げて考察したもので
ある。特に、神道の歴史的連続性の強調によって、文化的、推論的文脈が無視され、さらに
重大なことには、形式（シニフィアン）とコンテンツ（シニフィエ）の区別がうやむやにさ
れる傾向が生じ、多少なりとも意図的に、歴史的、概念的な変化の跡が消される結果になっ
ていることを指摘した。記号論的アプローチを通して見れば、伊勢における神道の伝統の多
くが、明確な意味を欠いた、儀礼化された形式の保存・伝達・反復であることが見えてくる。
逆に言えばそれが、近現代の、神道一般の伝統、特に伊勢神宮の神道の伝統に関する「意味
の追求」を生んでいる。本論は、神道に関する通説に多く見られる統一的原理の模索から脱
却し、資料、研究方法、感覚の複数性・多様性に心を開いた、新しい神道理解の試みである。 
 
 
